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◎主な内容
夏の記憶子どもたちに引き継ぐ（関連4㌻）

田山ジュニアサマージャンプ大会を開催（関連５㌻）

県総合防災訓練（関連６㌻）

買い物応援マーク・希望をかなえるヘルプカード（関連７㌻）

◎表紙

農
みのり
と輝

ひかり
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広
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　平成14年４月２日から平成15年４月１日生まれの221人
を対象に、８月15日に二十歳のつどいが開催されました。
　本号では式典当日の様子をお伝えします。

二
十
歳
の
つ
ど
い
は
8
月
15
日
、
市

総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
対
象
者
は

２
２
１
人
で
、当
日
は
１
４
１
人
が
出
席
。

ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん

だ
参
加
者
は
、
旧
友
ら
と
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
佐
々
木
孝
弘
市
長
が「
人
と

の
つ
な
が
り
や
共
感
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
よ
り
豊
か
な
人
間
関
係
を
構
築
し
、

自
ら
の
成
長
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」と
期

待
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。
対
象
者
を
代
表

し
、
荒
川
瞳と

あ愛
さ
ん
＝
安
代
中
卒
＝
が

「
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
生
ま
れ
育
っ
た

市
で
多
く
の
仲
間
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
。
今
日
が
二
十
年
間
の
ゴ
ー

ル
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
。
感
謝
の
気
持
ち
と
市
で
生
ま

れ
育
っ
た
誇
り
、
そ
し
て
社
会
人
と
し
て

の
責
任
感
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
」と
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
に
引
き
続
き
、
永
井
秀
昭
さ
ん
が

「
夢
中
に
な
れ
る
事
」と
題
し
記
念
講
演
。

自
身
の
経
験
か
ら「
夢
中
に
な
れ
る
も
の
を

見
つ
け
る
こ
と
」「
若
さ
と
は
可
能
性
。
失

敗
を
恐
れ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
事
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
と
自
覚
を
胸
に
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

20歳の思い参加者に聞きました

　市内で車両販売の営業
マンをしています。今日
は同級生と会うのを楽し
みにしてきました。
　将来は、今の自分の家
族のような家庭をつくり
たいです。

安 代 中 卒
　　佐藤　七

な な か

花
松 尾 中 卒
　　古川　稜

り く

久

地域の良さを見直す 温かい家庭を築く
　野球部のマネージャー
をしていた時に、栄養管
理の講座を受けたことが
きっかけで、大学で栄養
や健康のことを学んでい
ます。管理栄養士の資格
取得を目指しています。

西根第一中卒
　　佐々木　洸

ひ ろ た か

嵩
西 根 中 卒
　　渡邉　天

あ ま い

毎

　東京の大学でプログラ
ミングを学んでいます。

将来は、農作業で使う
機械のセンサーやカメラ
などを動かすプログラム
を開発し、農業の無人化
に貢献したいです。

農業の無人化に貢献 目標は管理栄養士

二十歳の思い 新たに

　国際関係を詳しく学ぶ
ため県外の大学でロシア
語を勉強しています。
　県外に出て、安代は人と
のつながりが強固だと思
いました。将来は地元に貢
献できればと思います。

参加者に式辞を贈る佐々木市長華やかなドレスをまとった旧友たちと記念に一枚自身の経験を伝える永井氏

恩師との再会を喜ぶ真剣な表情で式典に臨む

記念撮影をする参加者 市企業PRコーナーを興味深げに見る参加者 フォトスポットでにぎやかに記念撮影
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西根中３年

　
4
位
に
入
賞
で
き
て
嬉
し
い
で

す
。カ
ン
テ（
踏
み
切
り
台
の
先
端
）

で
踏
み
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ア
プ

ロ
ー
チ
や
空
中
で
の
姿
勢
な
ど

コ
ー
チ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、

調
整
し
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。練

習
の
成
果
は
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
会
場
の
ミ
デ
ィ
ア
ム
ヒ
ル

で
40
メ
ー
ト
ル
飛
ぶ
こ
と
と
、今
年

中
に
ミ
デ
ィ
ア
ム
ヒ
ル
よ
り
大
き

い
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
で
飛
べ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
次
の
目
標
で
す
。

市内参加選手の大会結果

【中学生の部　ミディアムヒル】
男子　松田　瑛

え い と

翔　松尾中　　  第７位
女子　工藤　柚

ゆ ず か

佳　西根中　　  第４位

【小学５・６年生の部　スモールヒル】
男子　成田　元

げ ん き

気　田山スポーツ少年団
  第４位

女子　関　栞
か ん な

和　　安代小　　  第８位

【小学４年生以下の部　スモールヒル】
女子　関　陽

ひ な み

心　　安代小　　  第４位

（敬称略で掲載）

-INTERVIEW-

工藤 柚佳 選手

松田 瑛翔 選手

関 栞和 選手

関 陽心 選手

成田 元気 選手

工藤 柚佳 選手

　第36回田山ジュニアサマージャンプ
大会は8月６日、県営スキージャンプ場
で開かれ、県内外から38人の選手が参加
しました。
　競技は小学生と中学生がスモールヒル

（ヒルサイズ：27ｍ）とミディアムヒル
（ヒルサイズ：56ｍ）にそれぞれ分かれて
行われ、飛型の美しさやバランス、飛距
離を競い合いました。参加した選手は日
頃の練習で培った、踏み切りのパワーや
テクニックを存分に発揮。大きな飛躍を
披露し、会場を沸かせていました。

力強く 夏空に舞う
田山ジュニアサマージャンプ大会を開催

夏の記憶
子どもたちに引き継ぐ

市内各地の行事は多くの人で賑わう

❽

松川公民館夏まつり（８月16日）市博物館まつり（８月５日）浅沢夏まつり（８月14日）

舘市コミセンまつり（８月14日）イワナつかみフォーラム（８月14日）イワナつかみフォーラム

第18回八幡平ふるさと花火まつり

　
八
幡
平
ふ
る
さ
と
花
火
ま
つ
り

は
８
月
15
日
、市
松
尾
総
合
運
動
公

園
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。見
物

客
は
太
鼓
演
奏
や
屋
台
を
楽
し
ん

だ
り
、寝
転
ん
で
花
火
を
見
上
げ
た

り
と
、思
い
思
い
の
夏
を
満
喫
し
た

様
子
で
し
た
。

　
本
年
度
は
市
内
で
活
発
に
行
事
が

行
わ
れ
、
田
山
地
区
で
は
４
年
ぶ
り

に
イ
ワ
ナ
つ
か
み
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
。
帰
省
し
た
親
子
な
ど
約
４
０
０

人
が
復
活
し
た
ふ
る
さ
と
の
夏
の
恒

例
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、地
域
に
戻
っ
た
行
事

の
様
子
や
、夏
を
楽
し
む
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
届
け
ま
す
。

荒屋夏まつり（８月12日）
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配布場所配布対象者
市内の人で、⑴、⑵のどちらかに該当する人

⑴ 認知症と診断された、もしくは認知機能の
　 低下が見られる65歳以上の人
⑵ 若年性認知症と診断されたことがある人

問い合わせ先

・市地域包括支援センター
・西根総合支所
・安代総合支所
・田山支所

市地域包括支援センター（健康福祉課内）（☎・内線1087・1088）

いつまでも自分らしく生活するために
　市は認知症の人や認知機能の低下が見られる人が、より主体的に自分の意思を伝えやすくする「買い物応
援マーク」「希望をかなえるヘルプカード」の仕組みをつくり、本年度から取り組みを進めています。

　認知症の人や認知機能の低下により買い物を
することに不安がある人が、安心して買い物が
できるように、市認知症サポーターボランティ
アが発案したマークです。
　このマークを目印に、本人が困ったときに周囲
の人が声を掛けやすくなったり、ゆっくりしたレ
ジ対応を促したり、周囲の人のさり気ない配慮に
つなげることを目的としています。

希望をかなえるヘルプカード
　（福）浴風会認知症介護研究・研修東京センターが
作成した、認知症の人や認知機能の低下が見られる
などの支援を必要とする人が使えるカードです。
　周りの人に、自分が望んでいることや分かって
ほしいこと、お願いしたいことをカードに書いて
おき、必要な時に提示して使います。

記入例

セルフレジなど
での支払いが苦
手です。
そばで教えてく
ださい。

買い物応援マーク

認知症の人や認知機能の低下が見られる人が

〔表面〕 〔裏面〕

　取り組みの主旨に賛同いただいた市内のスーパーや
金融機関、ホームセンター、ドラッグストアなど、店
舗の目に入りやすい場所に「買い物応援マーク協力店」
のステッカーを貼っています。

使うメリット

こ の マ ー クが目印です。

松尾郵便局：井上祥
しょういち

一さん

自分の伝えたいことをわかってもらえる
言いたいことを忘れても大丈夫
パニックを防げる

毎年９月は「世界アルツハイマー月間」です

　市は「世界アルツハイマー月間」に合わ
せ、認知症の啓発活動として、市役所結
の広場でパンフレットなどの展示や市図
書館で認知症特集コーナーを設置してい
ます。

対象となる人には右

のアクリルキーホル

ダーを配布します。

見
か
け
た
ら
、
さ
り
気
な
い

 

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

提示されたら、声掛け、
手助けをお願いします

　７月28・29の両日、岩手県総合防災訓
練が八幡平市、盛岡市、滝沢市および雫
石町の4市町を会場に行われました。
　訓練は岩手山の噴火とこれに伴う山麓
への降灰、大雨による土石流の発生を想
定。県及び関係市町の連携確認、情報把
握や対応などの訓練が行われました。
　柏台小学校とその周辺施設では、住民
や社会福祉施設入所者の避難、避難所の
運営訓練や外国人を含む避難者の盛岡市
への広域移送避難訓練なども行われまし
た。また、旧東大更小学校会場では、行方
不明者相談受理訓練、死亡届受理訓練、遺
体収容所初期設営訓練などが行われ、各機
関の連携や手続きなどを確認しました。
　岩手山の噴火を想定した県総合防災訓
練は平成26年以来９年ぶりで、災害時対
応や関係機関の連携などをあらためて確
認する機会となりました。 

柏台自治会 会長
上野 靖仁さ

ん 

　

ま
ず
は
経
験
し
て
み
る
と
い

う
点
で
、み
な
さ
ん
の
参
加
が
大

切
だ
と
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。

　

現
在
、岩
手
山
の
活
動
は
活
発

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
、今
後
も
普

段
か
ら
訓
練
な
ど
の
備
え
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

その時、
あなたは
どうする

避難や物資運搬など連携や対応手順を確認
岩手山噴火を想定した訓練で地域の防災力を高める

県総合防災訓練

種別 レベル とるべき行動

特別警報
５ 避難
４ 高齢者等避難

警報 ３ 入山規制

２ 火口周辺規制

予報 １ 活火山である
ことに留意

噴火警戒レベルと避難行動
気
象
庁
の
火
山
情
報

　
火
山
に
関
す
る
警
報
は「
命
の
危
険

が
及
ぶ
範
囲
」と「
と
る
べ
き
行
動
」を

ま
と
め
た
5
段
階
の
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
ま
す
。自
宅
や

職
場
の
リ
ス
ク
を
市
防
災
マ
ッ
プ
で

確
認
し
、
自
分
が
取

る
べ
き
行
動
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避難所開設運営

避難所巡回診察

応急救護所開設・運営

行方不明者相談

防災マップ 
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市役所からのHOT LINE

■発熱など症状がある場合は
かかりつけ医またはいわて健康フォローアップセン

ターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター（☎0570-089-
005＝24時間対応）または可能な限り平日・日中に外来対
応医療機関へ相談・受診
▶外来対応医療機関は右のＱＲコードを
参照

新型コロナウイルス感染症についての相談先

　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
市
消
防

団
の
団
長
に
安
保
義よ

し
み
つ光
さ
ん
＝
田

山
上
＝
が
８
月
１
日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
消
防
防
災
係（
☎
・
内

線
１
２
６
3
）

市
消
防
団
の
新
団
長
に

安
保
義
光
さ
ん
が
就
任

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請

９
月
29
日
か
ら
受
付
開
始

　
市
は
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
６・７
年
度
中
に
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
対
象　
令
和
６・７
年
度

中
に
市（
上
下
水
道
事
業
、病
院
事

業
を
含
む
）が
執
行
す
る
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
所
な

ど（
工
事
、
建
設
関
連
業
務
、
物

品・役
務
な
ど
の
全
て
の
事
項
）※

現
在
参
加
資
格
を
有
す
る
事
業
者

も
、
引
き
続
き
入
札
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
方
法　
申
請
の
受
け
付

け
は
、
盛
岡
広
域
８
市
町（
盛
岡

市
・
八
幡
平
市
・
滝
沢
市
・
雫
石

町
・
葛
巻
町
・
岩
手
町
・
紫
波

町
・
矢
巾
町
）合
同
で
受
け
付
け

ま
す
。

　

申
請
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の

受
付
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行

い
ま
す
。

　

詳
細
は
９
月
中
旬
以
降
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
順
次
掲
載
し
ま

す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
９
月
29
日
㈮
か

ら
10
月
31
日
㈫
ま
で
※
申
請
書

類
必
着

■
注
意
事
項

▼
申
請
内
容
の
訂
正
や
添
付
書
類

漏
れ
へ
の
対
応
な
ど
に
備
え
、余
裕

を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
盛
岡
広
域
の
他
市
町
へ
の
参
加

申
請
も
可
能
で
す
が
、
資
格
要
件

や
一
部
様
式
が
共
通
化
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
内
容
に
よ
っ
て
は
、
希
望

す
る
事
項
で
の
名
簿
登
載
と
な
ら

な
い
場
合
や
名
簿
登
載
が
不
適
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
受
付
シ
ス
テ
ム
の
操
作
説
明
会

市
内
に
本
社
本
店
を
有
す
る

事
業
者
を
対
象
に
、
受
付
シ
ス

テ
ム
の
操
作
説
明
会
を
開
き
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
街
頭

指
導
や
啓
発
を
す
る
市
交
通
指
導

員
に
山
口
斉ひ

と
し

さ
ん
＝
上
野
駄
＝
を

７
月
27
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
地
域
安
全
係（
☎
・
内

線
１
２
６
６
）

▼
日
時　
10
月
４
日
㈬
、
11
日
㈬

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
開
始

▼
会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

▼
定
員　
各
日
12
人
※
申
し
込

み
順

▼
持
ち
物

W
i-

F
i
利
用

可
能
な
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
契
約

管
財
係（
☎
・
内
線
１
２
４
２
、

１
２
４
３
）

お
で
か
け
i‒

サ
ポ
を
開
催

　
会
員
登
録
制
に
よ
り
１
対
１
の

出
会
い
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る

い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー「
ｉ‒

サ
ポ
」の
ス
タ
ッ
フ

が
出
張
し
て
、
会
員
登
録
、
相
手

探
し
な
ど
を
す
る「
お
で
か
け
ｉ‒

サ
ポ
」を
開
催
し
ま
す
。

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ｉ‒

サ
ポ

を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
22
日
㈰
正
午
か

ら
午
後
3
時
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
新
規
入
会

▼
入
会
条
件　
20
歳
以
上
の
独
身

者
で
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
か
、
結
婚
後
県
内
に
居
住

で
き
る
人

▼
入
会
登
録
方
法　
入
会
申
込

書
と
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
な
ど
）、
独
身
を
証
明
す
る
書

類
、
写
真
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
入
会
、
更
新
登
録
料
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
で
す
。
※

コ
ピ
ー
が
必
要
な
書
類
が
あ
る

の
で
予
約
申
し
込
み
時
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
手
検
索　
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
、
希
望
条
件
に
合
っ
た
相
手

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
検
索
し
、

会
っ
て
み
た
い
人
を
選
び
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
10
月
18
日
㈬

ま
で
に
ｉ‒

サ
ポ
盛
岡
（
☎

０
１
９
・６
０
１
・９
９
５
５
）に

電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎
・
内
線

１
１
１
４
）

交
通
指
導
員
に
新
た
に

山
口
斉
さ
ん
を
委
嘱

家
屋
取
り
壊
し
時
は

滅
失
届
を
忘
れ
ず
に

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

国
民
年
金
保
険
料
は
期
限

ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限

は
翌
月
末（
例
：
９
月
分
は
10
月

末
）で
す
。日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
期
限

か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効

に
よ
り
納
付
で
き
な
く
な
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
は
、前
年
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。保
険
料
の
納

付
、免
除
ま
た
は
猶
予
の
申
請
が
遅

れ
る
と
、老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

礎
年
金
な
ど
の
保
障
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
る
の
で
必
ず
納
付

ま
た
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ね
ん
き
ん
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
0
５
７
0・

0
0
3
・
0
0
4
）、
市
民
課
国

保
年
金
係（
☎
・
内
線
1
0
７
4
）

家
族
の
た
め
の
精
神
保
健

セ
ミ
ナ
ー
を
市
内
で
開
催

　
（
特
非
）県
精
神
保
健
福
祉
連
合

会
は
、精
神
障
が
い
を
持
つ
人
の
家

族
を
対
象
と
し
た
心
の
健
康
を
守

る
活
動
の
一
つ
と
し
て
、家
族
の
た

め
の
精
神
保
健
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
す
。

■
日
時　
10
月
17
日
㈫
午
後
１
時

か
ら
4
時

■
会
場　

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー

■
内
容

▼
情
勢
報
告

▼
講
話　
「
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
か
ら
み
た
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」

▼
講
話　
「
保
健
所
勤
務
か
ら
思

う
、家
族
と
本
人
支
援
に
つ
い
て
」

▼
家
族
に
よ
る
懇
談

■
対
象
者　
八
幡
平
市
、
岩
手
町

に
住
所
の
あ
る
家
族
、
家
族
支
援

関
係
者（
相
談
業
務
な
ど
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係（
☎・内

線
1
0
９
1
）

農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
性

別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
市
内
在
住

の
農
業
に
精
通
す
る
人
は
候
補
者

と
し
て
応
募
が
可
能
で
す
。

■
募
集
人
数　
１
人

■
任
期　
任
命
さ
れ
た
日
か
ら
６

年
８
月
末
ま
で

■
報
酬　
月
額
３
万
３
千
円

■
応
募
期
間　
９
月
15
日
㈮
か
ら

10
月
10
日
㈫
ま
で
土
・
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５

日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
を
持
っ
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

今
年
、
住
宅
や
倉
庫
な
ど
の

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
は
、
年
内
に
滅

失
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度

も
課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
※
登
記
さ
れ
て
い
る
建
物

で
、
年
内
に
法
務
局
で
滅
失
の

登
記
が
済
ん
で
い
る
場
合
は
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産

税
係（
☎
・
内
線
１
１
２
３
）

　
市
は
下
表
の
市
営
住
宅
へ
の
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
申
込
期
限
ま
で
に
必
要

書
類
を
問
い
合
わ
せ
先
に
提
出

し
、
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
者
は
住
宅
に
困
っ
て
い
る

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

住宅名 募集
戸数

建設
年度 間取り 単身

入居 場所

町裏住宅 １戸 平成29年 3LDK × 田頭

町裏第二住宅 ２戸 平成４年 ３DK × 田頭

町裏第三住宅 ２戸 平成８年 ３DK × 田頭

天王下住宅 １戸 平成6年 ３DK × 大更

大泉住宅 １戸 平成14 年 ３DK × 平舘

度
合
い
の
高
い
人
を
優
先
し
、
順

位
を
定
め
る
の
が
難
し
い
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
10
月
13
日
㈮

■
申
込
書
の
配
布
場
所　
建
設
課

ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築

係（
☎
・
内
線
１
３
０
６
）

表-

入
居
者
を
募
集
す
る
市
営
住
宅

（
全
て
風
呂
付
き
）

時
ま
で

■
応
募
方
法　
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

所
定
の
用
紙
、

募
集
要
項
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
農

林
課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総

合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
農
政

推
進
係（
☎
・
内
線
1
3
3
1
） 詳細はこちら

09 08No.339 ◎2023．9.14
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寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
総
務
省
は
、
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査

で
、
全
国
約
3
4
0
万
世
帯
を

対
象
と
し
た
大
規
模
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
住
生
活
基
本
計

画
や
耐
震
、
防
災
を
中
心
と
し
た

都
市
計
画
づ
く
り
な
ど
、
暮
ら
し

と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画
や
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
活
用

さ
れ
ま
す
。

■
調
査
方
法

▼
調
査
の
周
知　
９
月
上
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
、調
査
員
が
対
象
調

査
区
の
各
世
帯
へ
調
査
の
お
知
ら

せ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

▼
調
査
書
配
布
・説
明　
９
月
下

旬
に
、
調
査
を
お
願
い
す
る
世

帯
へ
調
査
の
説
明
と
調
査
書
類

の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

▼
回
答　
配
布
す
る
調
査
票
に

記
入
の
上
、回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
回
答
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
情
報

統
計
係（
☎
・
内
線
１
２
４
１・１

２
４
４
）

５
年
に
１
度
の
重
要
な
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
実
施

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
機
会

生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

　
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
と
市
は
、

市
民
一
人
一
人
が
学
び
を
通
し
て

豊
か
な
人
間
性
と
想
像
力
を
育
む

機
会
と
し
て
５
年
度
市
生
涯
学
習

推
進
大
会
を
開
き
ま
す
。参
加
費
は

無
料（
申
し
込
み
不
要
）で
す
。

■
日
時　
９
月
30
日
㈯
午
後
２
時

15
分
か
ら
３
時
15
分

■
場
所　

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー

■
演
題　
「『
自
分
ら
し
さ
』を
見

つ
け
て
」

■
講
師　
佐
佐
木
ジ
ャ
ッ
キ
ー
氏

■
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
生
涯
学
習
係（
☎
・
内
線

1
1
4
4
）

と
う
ほ
く
街
道
会
議
第
18
回

交
流
会
八
幡
平
大
会
を
開
催

　
と
う
ほ
く
街
道
会
議
第
18
回
交

流
会
八
幡
平
大
会
実
行
委
員
会
は
、

市
内
の
歴
史
の
道
、鹿
角
街
道
と
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

テ
ー
マ
と
し
て
、と
う
ほ
く
街
道
会

議
交
流
会
を
開
き
ま
す
。参
加
費
は

無
料（
申
し
込
み
不
要
）で
す
。

■
日
時　
10
月
6
日
㈮
午
後
１
時

半
か
ら
4
時
半

■
会
場　
新
安
比
温
泉
静
流
閣

■
内
容

▼
基
調
講
演　
「
奥
州
藤
原
氏
か

ら
始
ま
る
八
幡
平
地
域
の
歴
史
と

街
道
」

▽
講
師　
平
泉
世
界
遺
産
ガ
イ
ダ

ン
ス
セ
ン
タ
ー　
セ
ン
タ
ー
長

八
重
樫
忠
郎
氏

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
鹿
角
街
道
が
繋
ぐ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
」

■
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
生
涯
学
習
係（
☎
・
内
線

1
1
4
1
）

　
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第

３
段
階
の
人
で
、
生
活
に
困
窮
し
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら

れ
た
人
の
保
険
料
を
次
の
表
の
通

り
減
額
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
物

生
活
困
窮
者
の
負
担
軽
減

介
護
保
険
料
を
減
額
措
置

所得段階 第３段階
減額前 年額 54,600 円

第１号被保険者（65歳以上）で次の全ての条件に該当
①世帯全員が住民税非課税
②世帯の年間収入が12０万円以下（２人世帯の場合）
※世帯員３人目からは１人につき4０万円加算
※収入には預貯金、年金、仕送りなどあらゆる収入を
　含む
③住民税課税者に扶養されていない
④住民税課税者と生計を共にしていない
⑤資産などを活用しても、なお生活が困窮している

減額後 年額 39,000 円

《《《
減
額
の
条
件
》》》

▼
家
族
全
員
の
預
貯
金
通
帳
※
年

金
を
現
金
で
受
け
取
っ
て
い
る
場

合
は
、
年
金
の
額
が
分
か
る
書
類

▼
家
族
全
員
分
の
印
鑑

■
申
請
受
け
付
け　
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
４
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
減
額
で
き
る
の
は
10
月
31

日
㈫
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
盛
岡
北
部
行

政
事
務
組
合（
☎
74
・
２
７
１
６
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
☎
・
内
線
１
０
８
４
）

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
助
成
金
制
度
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
な
ど
の

購
入
に
対
し
て
助
成
し
、地
域
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

■
５
年
度
採
択
事
業

▼
上
町
町
内
会　
掲
示
B
O
X

整
備

▼
北
寄
木
自
治
会　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
備
品
整
備（
椅
子・テ
ー

ブ
ル
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内
線

１
4
５
3
）

上町町内会北寄木自治会

　
市
は
戦
没
者
追
悼
式
を
開
き
ま

す
。
遺
族
会
員
以
外
で
参
列
を
希

望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
11
日
㈬
午
前
10
時

開
始 戦

没
者
を
悼
み
平
和
誓
う

市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

漢
字
検
定
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の

漢
字
検
定（
漢
検
）を
、市
教
育
振

興
運
動
推
進
協
議
会
と
大
更
コ

ミ
セ
ン
が
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

■
受
検
可
能
な
級　

２
級
か
ら

10
級

■
日
時　
10
月
28
日
㈯
午
前
10
時

か
ら
11
時

■
会
場　
大
更
コ
ミ
セ
ン

■
申
込
書
の
配
布　
市
内
各
コ
ミ

セ
ン
ま
た
は
教
育
総
務
課

■
申
込
期
間　
９
月
28
日
㈭
ま
で

■
申
し
込
み
先

⑴
大
更
コ
ミ
セ
ン

⑵
田
頭
コ
ミ
セ
ン

⑶
荒
屋
コ
ミ
セ
ン

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課

（
☎
・
内
線
1
3
６
７
）

　
毎
年
、
市
内
の
山
沿
い
の
農
地

な
ど
で
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
近
年

は
人
里
で
の
目
撃
例
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

ま
ず
は
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
作
業
や
入
山
の
際
の
注
意
点

⑴
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る
物

で
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。
雨

の
日
や
川
の
近
く
で
は
、
人
間
の

臭
い
や
物
音
が
伝
わ
り
に
く
い
た

め
、
特
に
大
き
な
音
を
出
す
。

⑵
ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
早
朝
や

夕
方
は
、
特
に
注
意
す
る
。

⑶
撃
退
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
持
ち

歩
く
。

▼
ク
マ
が
出
没
し
に
く
い
環
境

⑴
ク
マ
を
誘
引
す
る
生
ご
み
、
果

樹
や
野
菜
な
ど
を
適
切
に
処
理
す

る
。
ま
た
、
草
刈
り
機
な
ど
で
使

う
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発
性
物
質
も

ク
マ
を
誘
引
す
る
の
で
、
保
管
場

所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
農
地
や
住
宅
周
辺
の
茂
み
や
低

木
の
刈
り
払
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
は
体
が
丸
見
え
に
な
る

こ
と
を
嫌
い
ま
す
。
身
を
隠
せ
る

場
所
を
な
く
す
こ
と
で
、
出
没
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

◎
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

市
は
鳥
獣
害
防
止
を
目
的
と

し
た
電
気
柵
の
設
置
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
設
置
前
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
導
入
を
予

定
し
て
い
る
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額　
電
気
柵
設
置
費
用
の

２
分
の
１（
上
限
額
６
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業

係（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

ク
マ
の
出
没
に
注
意

就
農
を
考
え
て
い
る
人
へ

就
農
相
談
会
を
開
き
ま
す

　

八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
と
市
農
林
課
は
、
市
内
で
就

農
を
考
え
て
い
る
人
や
親
の
農
業

を
継
ぐ
予
定
の
人
を
対
象
に
個
別

相
談
会
を
開
き
ま
す
。
相
談
を
希

秋
の
農
作
業
に
向
け
た

適
正
な
労
賃
な
ど
の
設
定
を

　
４
月
に
配
布
し
た
農
作
業
労
賃

と
機
械
利
用
料
金
標
準
額
は
、
委

託
者
お
よ
び
受
託
者
間
で
適
正
な

労
賃
お
よ
び
料
金
を
設
定
で
き
る

よ
う
、
そ
の
目
安
と
な
る
標
準
額

と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　

作
業
の
難
易
、
ほ
場
の
条
件
、

燃
料
、
物
価
価
格
の
変
動
な
ど
の

条
件
を
勘
案
し
て
、
双
方
で
相
談

の
上
、
当
事
者
間
で
支
払
う
額
の

決
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会

事
務
局
農
業
振
興
係（
☎
・
内
線

1
3
５
２
）

■
場
所　
西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー

■
申
込
期
限　
10
月
3
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎・内
線
１
１
１
４
）

望
す
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
５
日
㈭
午
後
１
時

か
ら
４
時

■
場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

■
申
込
期
限　
９
月
29
日
㈮
※
要

予
約

■
問
い
合
わ
せ
先　
八
幡
平
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー（
0
1
９
５

・
75
・
２
２
3
3
、
フ
ァ
ク
ス
・

0
1
９
５・
75・
２
２
６
９
）、
農

林
課
経
営
支
援
係
（
☎
・
内
線

1
3
4
4
）

佐々木市長に目録を手渡す市建設協同
組合理事長（右から２番目）

▼
岩
手
日
報
八
幡
平
広
華
会
様
…

７
月
25
日
、
子
ど
も
へ
の
支
援
を

目
的
に
13
万
２
６
1
0
円
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
市
建
設
協
同
組
合
様
…
８
月
７

日
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
財
源
へ
の
支

援
を
目
的
に
40
万
円
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

▼
八
幡
平
ふ
る
さ
と
会
様
…
８
月

９
日
、
市
の
地
域
振
興
を
目
的
に

15
万
５
６
3
２
円
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協
会
様

…
７
月
14
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
用
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限10月31日）市県民税（第３期）、国民健康保険税（第４期）

八幡平の秋を満喫「八幡平山賊まつり」
1０月7日㈯～9日（月・祝）　さくら公園

ピ ッ ク ア プッイ トベン

舞台発表や作品展示「市芸術祭」　1０月
21日㈯～22日㈰　西根地区市民センター

「八幡平紅葉まつり」 1０月14日㈯～
15日㈰　フォレストアイ駐車場

体力自慢が挑む「フィールドXレース」
1０月８日㈰　市総合運動公園特設コース

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３111）

糖尿病内科 毎週火曜日 午前中
耳鼻科 毎週水曜日 午前中
循環器内科 毎週水曜日 1０：００～
心臓・血管外科 第２木曜日 午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：００～
脳神経外科 第１木曜日 14：００～
神経内科 第３木曜日 1０：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　　9：００～

安代診療所（☎７2-３115） 内科 第２木曜日 午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
リリィ薬局西根店（☎７8-856０） 日本調剤鹿角薬局（☎３０-119３）
すみれ薬局☎７8-8０７5） 黒沢薬局（☎３5-３2００）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎７1-1００1） 花輪調剤薬局（☎３０-００66）
大更調剤薬局（☎７０-1３2０） ファーマックスかづの薬局（☎３０-００３３）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） ０19-65３-1151
盛岡赤十字病院（日赤） ０19-6３７-３111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） ０19-64７-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：００、土曜日は1３：００（祝日の土曜日は 9：００）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※ 新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

9月25日〜10月22日

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎７6-３111） なかのクリニック（☎22-７３３5）
東八幡平病院（☎７8-2511） かづの厚生病院（☎2３-2111）

大里医院（☎22-1251）
小坂町診療所（☎29-55００）

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。

▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
盛岡市神明町３-29、盛岡市保健所（☎０19-654-1０8０）

※写真は過去の様子です

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■乳がん検診【受付】　9：30～
10：30、13：30～14：30（安代地区
体育館）

■博物館臨時休館日
■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）
■誤嚥性肺炎予防と高齢者
の 栄 養 講 座 　 10：00～12：00
(田山スポーツ交流館)

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日
17：15～19：00（市民課）
■博物館臨時休館日
■ の び の び 健 康 体 操 教 室
10：00～11：00(田頭コミセン)
■夏季フィットネスプログラム

（ヨガ）　10：00～11：30（市総合
運動公園体育館)
■生活習慣病予防教室【受付】
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）

■博物館臨時休館日 ■博物館臨時休館日
■図書館休館日（図書整理日）

■市議会9月定例会・決算特
別委員会（予定）

■市議会9月定例会・決算特
別委員会（予定）

■市議会9月定例会・休会
（予定）

■市議会9月定例会・決算特
別委員会（予定）

■市議会9月定例会・休会
（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■企画展「くらべてみよう！
昔と大昔の暮らしの道具」

（博物館）※11月26日まで
■野山を歩く会　6：30田頭コ
ミセン発～18：00（田野畑村）
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日
17：15～19：00（市民課）
■ 移 動 図 書 　 12：50～14：50

（松尾地区内）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■ 移 動 図 書 　 13：00～14：40
（松尾地区内）
■ノルディックウォーキング
ツアー　13:30~15:00（県民の
森周辺）

■とうほく街道会議八幡平大
会基調講演ほか　13：30～16：30

（新安比温泉静流閣）

■市議会9月定例会・委員長
報告ほか（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■スポーツの日
■市役所閉庁日

■博物館休館日
■図書館休館日
■１歳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■ 移 動 図 書 　 13：00～15：00

（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日
17：15～19：00（市民課）
■ 移 動 図 書 　 12：00～14：30

（田山地区）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■２ 歳 ６ カ 月 児 歯 科 健 診

【受付】　14：00～14：15（市役所
多目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■ 子 宮 頸 が ん 検 診【 受 付 】
9：30～10：30、13：30～14：30

（市役所多目的ホール棟）
■秋季フィットネスプログラ
ム（チューブトレーニング）　
10：00～11：00（市総合運動公園
体育館)

■ の び の び 健 康 体 操 教 室
10：00～11：00(田頭コミセン)

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）大里医院▶当番薬局
（市内）柏台薬局・（鹿角）黒沢
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■定例行政相談　9：30～12：00

（大更コミセン、市役所本庁舎）

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日
17：15～19：00（市民課）
■定例行政相談　9：30～12：00

（浅沢コミセン）
■循環器系健診【受付】
9：30～11：00、13：30～15：00

（市役所多目的ホール棟）
■秋季フィットネスプログラ
ム（骨盤体操）　10：00～11：00

（市総合運動公園体育館)

■定例行政相談　9：30～12：00
（畑コミセン）
■循環器系健診【受付】
9：30～11：00、13：30～15：00

（市役所多目的ホール棟）
■秋季フィットネスプログラ
ム（チューブトレーニング）　
10：00～11：00（旧安代保健セン
ター）
■本のクリニック　10：00～
15：00(図書館)

■市パークゴルフ選手権大会
8：30～（田山グラウンド）
■定例行政相談　9：30～12：00

（安代総合支所）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■かぼちゃのフラワーアレ
ンジメント　10：00～12：00

（博物館)
■生涯学習推進大会　14：00～
15：30（西根地区市民センター）

■博物館臨時休館日
■チャレンジデー　9：00~
12：00（田山コミセンほか）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）なかのクリニック
▶当番薬局（市内）リリィ薬局
西根店・（鹿角）日本調剤鹿角
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■八幡平山賊まつり　10：00～
16：00（さくら公園)※9日まで

■フィールドXレース　8：30～
（市総合運動公園）
■マイナンバー本庁窓口休日
臨時開庁　9：00~12：00（市民課）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）すみれ薬
局・（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■八幡平紅葉まつり　10：00～
15：30（フォレストアイ駐車場）
※15日まで
■はちマルシェ　10：00～18：00

（大更駅前）
■大更コミセンまつり
13：00～19：00（大更コミセン）
※15日（10：00～17：00）まで
■企 画 展 ギャラリートーク
13：30～14：00（博物館)
■大更地区花火大会　18：00～

（両沼地区）
■秋の星空観察会　18：30～
21：00（博物館)
■おはなしのじかん　11：00～
11：30、14：30～15：00（図書館）

■市長杯争奪市民野球大会
7：15～（ 市 総 合 運 動 公 園 ）
※雨天時は22 日へ延期
■田山の恵み軽トラ市　1０：
00～11：30（だんぶり茶屋)

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（ 鹿 角 ）小 坂 町 診 療 所
▶当番薬局（市内）大更調剤薬
局・（鹿角）ファーマックスかづ
の薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■ 古 文 書 講 座（ 最 終 回 ）
10：00～12：00（博物館)
■ 市 芸 術 祭 　 12：00～16：00

（ 西 根 地 区 市 民 セ ン タ ー ）　
※22日（10：00～15：00）まで
■ナ イ ト ミ ュ ー ジ ア ム
18：30～19：30（博物館)

■ 東 北 小 中 学 生 相 撲 大 会
9：00～（松尾相撲場）
■乳がん検診【受付】　9：30～
10：30、13：30～14：30（市役所
多目的ホール棟）

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
花輪調剤薬局

30	 10/1	

8	

14	 15	9	

16	

9/25	 26	 27	 29	

2	 4	 5	 6	

10	 11	 12	 13	

17	 18	 19	 20	 21	 22

3	

28	

7	

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

1０月2０日㈮
1０：００～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1０66 ）

年金相談（要予約） 1０月6日㈮
1０：００～15：３０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０19-62３-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1０64 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

市税納期（納期限10月2日）　固定資産税（第３期）、国民健康保険税（第３期） 1213 No.339 ◎2023．9.14
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（7月届け出分）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

※個人情報保護の観点からホームページには掲載しないこととしました。 

■人口の動き【7月３1日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,503（－11） 6,332（＋7）
松 尾 5,345（－32） 2,525（－20）
安 代 3,780（－9） 1,721（＋1）
合 計 23,628（－52） 10,578（－12）
男 性 11,396（－28）
女 性 12,232（－24）

出生 7 死亡 41
転入 41 転出 59

項 目 7月 1月からの累計

人身事故 1（３） 14（12）
物損事故 44（39） 271（258）
負 傷 者 1（５） 16（22）
死 者 0（0） 0（1）
飲酒運転 ２（0） ４（0）
火 災 0（1） ２（10）
救 急 128（133） 779（789）

健やかに

（行政区・性別・保護者）

安らかに安らかに

お幸せに

昭和38年に結婚した夫婦
結婚60周年を祝福します

　（福）市社会福祉協議会では、ダ
イヤモンド婚を祝う会への市内在
住の参加者を募集しています。
■日時　11月10日㈮午前11時から
午後1時半まで
■場所　いこいの村岩手
■会費　1人3,000円
■申込期限　９月29日㈮
■申し込み・問い合わせ先　地域
の民生委員、同協議会（☎74-4400）

14日㈯、21日㈯、28日㈯の各
日午後５時から７時まで
■場所　アリーナまつお

平高生と共に体験教室 
絹のストールを紫根染

　平舘高校では、先着20人を対象
に紫根染体験教室を開きます。
■日時　11月22日㈬午後1時か
ら4時まで
■材料代・持ち物　1,300円・筆記
用具、エプロン、厚手のゴム手袋
■申し込み・問い合わせ先　同校
家政科学科・石川（☎74-2609）

パワハラ・退職・解雇 
職場のトラブルを相談　

　弁護士会、法テラス、社労士会、
県労働委員会、労働局合同の無料
労働相談会を開きます。
■日時　10月７日㈯午前10時から
午後3時まで（２時受付終了）
■会場　アイーナ　※予約推奨
■ 電 話 相 談 　 ☎0120-980-783、　
携帯電話からは☎019-604-3002
■予約・問い合わせ先　県労働委
員会事務局（☎0120-610-797）

保育士資格を持っているが
保育所勤務していない人へ
県保育士・保育所支援センター

では、出張相談会を開きます。
■日時　①10月11日㈬、11月8日㈬、
②10月13日㈮、11月10日㈮のいず
れも午前10時から正午まで
■場所　①ハローワーク盛岡、
②ビッグルーフ滝沢
■問い合わせ先　同センター（☎
019-637-4544）※事前予約を推奨

馬っこパーク・いわてで
動物の命の尊さを育もう
動物愛護フェスティバ

ルを開きます。
■日程　９月23日（土・祝） 詳細はこちら 

金銭貸借・遺言などは 
公正証書で安心確実に

　盛岡公証人会では、無料公証相談
会を開きます。土日は要予約。
■日時　10月1日㈰から７日㈯まで
の各日午前９時半から午後4時まで
■場所　盛岡公証人合同役場
■電話相談・予約・問い合わせ先
同役場（☎019-651-5828）

介護・看護・保育分野 
就職検討者向け相談会

　盛岡公共職業安定所では、福祉
の仕事就職フェアを開きます。
■日時　10月18日㈬午後1時半
から3時半まで
■会場　ホテルメトロポリタン盛
岡　本館4階

金銭、相続、夫婦関係など 
調停手続きを知る相談会

　盛岡調停協会では、調停手続き
の無料相談会を開きます。
■日時　10月22日㈰午前９時半か
ら午後1時半まで（1時受付終了）
■場所　県民会館　4階会議室
■問い合わせ先　盛岡地方・家庭裁
判所事務局総務課（☎019-622-3350）

相続・不動産登記の手続き 
土地の境界問題などを相談

　県司法書士会、県土地家屋調査士
会合同で、無料相談会を開きます。
■日時　10月1日㈰午前10時から
午後3時まで

小学４年から大人まで
硬式テニス教室を開催

市テニス協会では、硬式テニス
教室の参加者を募集しています。
■日時　９月30日㈯、10月７日㈯、

詳細はこちら 

■公募期限　10月13日㈮必着

県立博物館の運営に 
あなたの意見を反映

　県では、県立博物館協議
会委員（任期は12月23日㈯
から２年間）を公募します。 詳細はこちら 

不動産鑑定士が対応 
無料電話相談会開催

　県不動産鑑定士協会では、不動
産に関する相談会を開きます。
■日時　10月13日㈮午前10時から

詳細はこちら 

午後4時まで
■問い合わせ先　同協会

（☎019-604-3070）

■場所　西根地区市民センター
■電話相談　（☎019-656-0561）
■問い合わせ先　県司法書士会事
務局（☎019-622-3372）

■予約・問い合わせ先
同所人材確保コーナー

（☎019-624-8902） 予約はこちら 

14No.339 ◎2023．9.1415
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　本校では、創立60周年を記念してムラサキ（紫
草）の栽培を始め、現在はムラサキの苗を1年生の
時に植え、3年ものの紫草を収穫。染めたハンカチ
をコサージュにして卒業生の胸元を彩るというス
タイルが定着しています。

活動の中で、次は自分たちの手で種から育てるこ
とに挑戦しようと、昨年９月から11月にかけ地域の
人や小学生、盛岡農高生とも一緒に種をまきました。

ムラサキ（紫草）が結ぶ学びの心

発芽したムラサキ苗のポット上げ
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思
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。

　家庭クラブ会長・陸上競技部

菊池 修平さん
（家政科学科3年：松尾中出身）

ムラサキ苗のポット上げ
に取り組む修平さん

　ムラサキは絶滅危惧種で、本当に発芽するのかわ
かりませんでしたが、冬の間は学童保育クラブの児
童に一度は途絶えた紫根染を復活させるという宮澤
賢治の物語「紫紺染について」の読み聞かせをするな
どして雪解けを待ちました。春になると待望の芽が
顔を出し（発芽率は59％）、5月に同窓生の小船清悦さ
んの指導の下でポット上げを実施。6月には市内小・
中学校、福祉施設や盛岡農高などで植栽をしました。
　植栽を通じた小学生やお年寄りとの交流は、地域や
人とのつながりの大切さを育む活動となっています。

平高noteは
こちら から

平高HPは
こちら から

平高公認キャラクター

「平
ひらまる

丸くん」

放課後活動での水まき 平笠小でムラサキを植栽 今回新しく開墾したムラサキの花壇

ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1111

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う

保健のひろば
健康福祉課健康推進係 ☎・内線1091
保健のひろば
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特設ブースにパンフレットや啓発
グッズなどを展示しています
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門
医
が
相
談
に
応

じ
る
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
23
日
㈪
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で（
要
予
約
）

▼
場
所　
市
役
所
本
庁
相
談
室

▼
申
し
込
み
先　
健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係（
☎
・
内
線
１
０
９
１
）　

■
誰
で
も
か
か
り
得
る
こ
こ
ろ
の
病

自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
関
係
し
て
起
き
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
直
前
に
は
う
つ
病
な
ど
の

こ
こ
ろ
の
病
気
を
発
症
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
つ
ら
く
て
も
頑
張
れ
ば
乗
り
越
え

※
予
約
不
要
な
電
話

相
談
窓
口
も
あ
り
ま

す
の
で
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆特別障害者手当
【対象者】精神または身体に著しく重度の障がいが
あり、日常生活で常時特別の介護を必要とする20歳
以上の人です。

【対象となる障がいの程度】
①重度の障がいが２つ以上ある
②重度の障がいが1つあり、かつ他の障がいが２
つ以上ある
③①または②と同程度以上の障がいがある（肢体不
自由により日常生活動作に著しい制限があるなど）

【手当額】月額27,980円
【支給月】２月、５月、8月、11月
【支給制限】3カ月以上継続して入院をしている人、
施設に入所している人、制限以上の所得がある人は
対象外です。ただし、各施設に入所中の人でも施設
の種類によっては対象となる場合があります。

特別障害者手当と障害児福祉手当特別障害者手当と障害児福祉手当
対象者と受給方法は？対象者と受給方法は？

◆障害児福祉手当
【対象者】精神または身体に著しく重度の障がいが
あり、日常生活で常時の介護を必要とする20歳未
満の人です。

【対象となる障がいの程度】
①重度の障がいが 1つ以上ある
②身体障がいと精神障がいの合併障がいがある

【手当額】月額15,220円
【支給月】２月、５月、8月、11月
【支給制限】障がいを支給事由とする年金給付を受
けている人、障害児入所施設に入所している人、
制限以上の所得がある人は対象外です。ただし、
各施設に入所中の人でも施設の種類によっては対
象となる場合があります。
◆受給方法

手当の受給には、所定の書類を提出し認定請求
をする必要があります。認定を受けてからでない
と手当を受け取ることはできません。詳しくは、地
域福祉課障がい福祉係に問い合わせてください。

詳細はこちら 
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食
生
活
改
善
推
進
員
に
料
理
教
室
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
健
康
福
祉
課
ま
で
。

Vol.04

松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

図書館　☎�75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　☎�76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　☎�72-2505

『師匠はつらいよ』

『保育で！親子で！手形アートのかわいい製作』

著／杉本　昌隆　出版社／文藝春秋
　将棋のタイトルを次々に獲得し、最年

著／やまざき さちえ・宇田川 一美
出版社／チャイルド本社

　子どもの手形や足形を、動物や季
節のアイテムなどさまざまなモチー
フに見立てて制作する「手形アート」
のアイディアが満載。親子で一緒に
やってみましょう。

◆新着ピックアップ

少名人の天才・藤井聡太の師匠によるエ
ッセイ。将棋界の出来事や将棋の天才の
弟子との交流などが穏やかなユーモア
を感じる筆致で描かれています。

タイトル レーベル

津軽の髭殿 岩井　三四二

噴
ふ ん え ん き

怨鬼 高橋　克彦

かっかどるどるどぅ 若竹　千佐子

もっと悪い妻 桐野　夏生

図書館のお夜食 原田　ひ香

ポーランドの人 Ｊ．Ｍ．クッツェー

異能機関　上・下 スティーヴン・キング

見ること ジョゼ・サラマーゴ

■■■　新着文芸書の紹介　■■■
新しい文芸書を紹介します。

貸し出し中の場合は予約してく
ださい。

図書館ＨＰはこちら 

松尾鉱山資料館　☎�78-2598

松尾鉱山の郵便事情

雪の中配達をする集配員

　松尾鉱山は平舘郵便局管内に属していましたが、
大正15年10月、元山（現在の緑が丘）に貯金や為替を
取り扱う無集配局として松尾鉱山郵便局が開局。し
かし郵便の集配は平舘局のままであったため郵便を

出すにも受け取るにも大変時間
がかかり、不便を強いられてい
ました。昭和16年２月に念願の
集配事務が開始され住民には便
利になりましたが、「松尾鉱山
〇〇〇〇様」のように住所や住
んでいる住宅名が書かれていな
い手紙があったり、表札のない
家があちこちにあり 1 時間以上
も探し回ったりと集配員は苦労
したようです。そこで郵便局で

は表札や郵便箱を販売したほか、会社の広報を通し
て正確な宛名の書き方を掲載し協力を呼び掛けてい
ました。
　また、麓の屋敷台（現在の柏台）では、昭和16年4月
に警備詰所で郵便の代行業務が始まり、23年11月には
屋敷台郵便局が開局。会社直営だった２つの郵便局
はその後、34年に郵政省直轄の郵便局となりました。

今年の企画展は、鉱山に住む人々の暮らしに欠かせない
施設を当時の写真や寄贈の品で紹介します。
　この地を愛し理想郷を目指した親子二代の松尾鉱業㈱
社長の思いに触れてみませんか。
■開催日時　9月23日㈯から11月５日㈰まで

 午前9時から午後4時半まで（入館は4時まで）
休館日は月曜日（祝日の場合は翌平日）

■入館料  　無料

◆企画展「理想郷～標高 900mで栄えたまち～」を開催

資料館ＨＰはこちら 

作
り
方

今月は

- 材 料 -
【4人分】

☆白玉粉…100ｇ
☆水…80cc
☆くるみ…適宜
☆こしょう…少量
☆練りあん…40ｇ
☆だし汁…500cc
☆しょうゆ…小さじ２
☆酒…大さじ 1.5
☆花麩…８個
☆三つ葉…15ｇ

①
白
玉
粉
に
少
し
ず
つ
水
を
加
え
、耳

た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
に
こ
ね
１
個
15
㌘

に
丸
め
る
。

②
練
り
あ
ん
に
、く
る
み
と
少
量
の
こ

し
ょ
う
を
加
え
１
個
5
㌘
に
丸
め
る
。

③
②
を
①
で
包
み
、
鍋
に
湯
を
沸
か
し

て
ゆ
で
、
浮
い
た
ら
水
に
取
る
。

④
だ
し
汁
を
鍋
に
沸
か
し
、し
ょ
う
ゆ

と
酒
で
味
を
調
え
る
。

⑤
花は

な
ふ麩

は
湯
で
戻
す
。三
つ
葉
は
さ
っ

と
湯
が
い
て
３
㌢
幅
に
切
る
。

⑥
お
わ
ん
に
③
で
作
っ
た
け
い
ら
ん

を
２
つ
入
れ
、
④
の
汁
を
注
ぎ
、
花
麩

と
三
つ
葉
を
添
え
る
。

　
け
い
ら
ん

　

鶏
卵
の
形
の
お
団
子
を
お
わ
ん
に
入

れ
、
汁
を
注
い
だ
郷
土
料
理
で
、
不
祝
儀

に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
お
団
子
を
鶏
卵
に

見
立
て
、
精
進
料
理
と
し
て
食
べ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
春
雨
を

入
れ
、
甘
い
汁
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

け
い
ら
ん
は
、
だ
し
の
う
ま
み
と
お

団
子
の
甘
さ
が
よ
く
合
う
料
理
で
す
。

あ
ん
こ
に
は
こ
し
ょ
う
が
入
っ
て
い
る

た
め
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
さ
が
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

30
調理時間
約

分
-１人当たり -

156kcal/塩分 0.5ｇ

- 今月の担当　安代地区 -
左から藤田フミ子さん、小山田幸
子さん、畠山貴美子さん

小屋の畑駅

　10月下旬には、里山が紅葉の
見頃を迎えます。安比川の流れ
る音に癒されながら、自然の
キャンバスを鑑賞しませんか。

　周囲を里山に囲まれ、駅舎はシンプルに待合
室だけで改札口はなく開放的な小

こ や

屋の畑
は た

駅。
　小屋の畑駅から５分ほど歩くと、地域に愛
される喫茶店「ぱぱなっしゅ」が出迎えてくれ
ます。食事は元より、地元産ブルーベリーで
作ったジャムを使う「ブルーベリーヨーグル
ト」などのスイーツも楽しめます。

隣には、観光客や全国の豆腐好きにも評判の
豆腐屋「ふうせつ花」が構え、豆腐を練り込んだ

「ざるおぼろソフトクリーム」が人気です。トッ
ピングには手作りの小倉あんなどを選べます。
　自分へのご褒美スイーツにいかがでしょう。

小屋の畑駅で下車して絶品スイーツ

　JR花輪線の魅力と駅周辺の見どころを紹介。
列車に揺られて、のんびりと市内の名所を楽し
んでみませんか。

第 3回目は

ふうせつ花

ぱぱなっしゅ

小
屋
の
畑
駅

ぱぱなっしゅ

ふうせつ花

民宿ラベンダー
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
6
9

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
６
９

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
廃
棄

方
法
誤
る
と
火
災
の
原
因
に

ハ
チ
の
巣
作
り
シ
ー
ズ
ン

大
き
く
な
る
前
に
駆
除
を

美
味
し
く
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う

来
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

　
（
一
社
）日
本
た
ば
こ
協
会
が
加
熱
式
た

ば
こ
機
器
の
無
料
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

し
て
い
ま
す
。
回
収
で
き
る
の
は「glo

」、

Point 02

本
体
か
ら
外
し
て
絶
縁

　
電
池
を
取
り
外
せ
る
小
型
家
電
は
、
電

池
を
外
し
、
電
極
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を

　
国
は
10
月
を「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」、
同

月
30
日
を「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」と
定
め
、

本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
食
品
＝「
食
品
ロ
ス
」＝
削
減
の
啓
発
を

集
中
的
に
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
家
庭
で
も

こ
の
機
会
に
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
器
、電
子

タ
バ
コ
な
ど
、身
の
回
り
の
製
品
に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、過
度

な
力
が
加
わ
る
と
激
し
く
発
熱
・
発
火
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。全
国
各
地
で
ご
み
処
理

中
の
発
火
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す

の
で
、
廃
棄
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
分
別
方
法
の
見
直
し
を
検
討
中
で
す
が
、

当
面
の
間
、発
火
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た

め
、
次
の
点
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
ハ
チ
の
活
動
は
活
発

化
し
攻
撃
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
巣
の

大
き
さ
も
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
市
で
は

個
人
の
敷
地
内
な
ど
で
見
つ
か
っ
た
ハ
チ

の
巣
駆
除
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
土
地

の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が
、
自
身
で
専

門
業
者
へ
駆
除
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
み
集
積
所
の
軒
下
や
床
下
に

も
巣
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Point 01

巻
き（
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
は
見
え
る
よ

う
に
）絶
縁
し
た
う
え
で
、
不
燃
ご
み（
青

カ
ゴ
）と
し
て
搬
出
す
る
か
、小
型
家
電
回

収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

加
熱
式
た
ば
こ
は
協
会
で
自
主
回
収

Point 01

「
て
ま
え
ど
り
」を
し
ま
し
ょ
う

　
買
い
物
の
際
、す
ぐ
に
食
べ
る
商
品
は
、

棚
の
手
前
に
あ
る
販
売
期
限
が
迫
っ
た
商

品
か
ら
手
に
取
る「
て
ま
え
ど
り
」を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
期
限
表
示
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、賞
味
期
限
の
愛
称

に「
お
い
し
い
め
や
す
」が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
消
費
期
限
と
異
な
り
、表
示
さ
れ
た
保

存
方
法
に
よ
り
保
管
し
て
い
れ
ば
、期
限
が

過
ぎ
て
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Point 02

賞
味
期
限
は 

お
い
し
い
め
や
す

詳細はこちら﻿

日
頃
か
ら
清
掃
や
環
境
維
持

を
行
い
、
巣
が
大
き
く
な
る

前
に
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

「ploom

」な
ど
の
製
品
で
す

（IQ
O

S

は
回
収
対
象
外
）。

　
廃
棄
の
際
は
、
下
記
マ
ー

ク
の
あ
る
た
ば
こ
販
売
店
な

ど
の
回
収
店
舗
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿リサイクルマーク﻿

寄木小鼓笛隊の演奏で緑の少年団
大会に集った14の少年団を歓迎

（7月28日、県民の森）

林業機械作業の実演や作業体験を
通じ林業の魅力に触れる（８月6日、
げんき森林モリフェスティバル）

こてなげで団体戦の優勝を決めた主将の武田昇馬選手

優勝杯や賞状を手に快心の結果を喜ぶ西根一中相撲部員

勝ち星つなぎ優勝つかむ
西根一中が東北中学校相撲大会で大活躍

　第44回東北中学校相撲大会は8月９、10の両日、市松
尾相撲場で開かれ、西根一中が団体戦（先鋒：武田明

は る ま

馬、
中堅：岩崎想

そ う や

矢、大将：武田昇
し ょ う ま

馬）で９年ぶりに優勝。1
学年個人戦では斎藤煌

こ う き

生選手が優勝、3学年個人戦では
武田明馬選手と岩崎想矢選手が５位に入賞しました。
　斎藤選手は「先輩たちが団体優勝して弾みを付け
てくれた」と満面の笑みを浮かべ、岩崎選手は「みん
なで助け合って勝ち星をつなぎ優勝することができ
た」と喜びをかみしめました。

地域医療の課題や今後の取り組みに
ついて国保診療施設関係者などが研
究協議（８月19日、県地域医療研究会)

日頃抱いている思いを主張した発表者のみなさん

日頃の思いを声にし届ける
「わたしの主張」北岩手地区大会が本市で開催

　「わたしの主張」北岩手地区大会は8月24日、西根中
体育館で開かれ、本市、岩手町、葛巻町の3市町の中
学校10校から代表者が出場し、熱弁を振るいました。
　本市では角舘優

ゆ う か

花さん（西根一中）、船橋慶
よ し か

歌（松尾
中）さん、八幡紀

き ほ

穂さん（安代中）の3人が優良賞を受賞。
　遠方に住む祖父とのやりとりから、地域での声掛け
の重要性を発表した角舘さんは「先生の指導を受け、学
校でも家でも練習した。今後も、周りへのさりげない
声掛けに取り組んでいきたい」と思いを込めました。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

できる喜びを支えるケアへ
認知症に関する活動報告、講演や意見を交換

パネルディスカッションで意見交換をする登壇者

大泉院子安延命地蔵尊例大祭連携イベ
ントで岩手山神社山伏神楽を舞う平舘
小児童（7月2３日、平舘歩行者天国）

出光イーハトーブトライアル大会が
開催。 険しいコースでライダーの技
量を競う（８月26日、安比会場）

寸劇活動への評価を添えて贈られた感謝状を手にする伊藤さん

人権相談や啓発活動に尽力
長年の人権擁護活動に法務大臣から感謝状

　退任人権擁護委員法務大臣感謝状贈呈式は７月27
日、市役所で行われ、伊藤政

ま さ こ

子さん＝南寄木＝に盛岡
地方法務局長から感謝状が伝達されました。
　平成20年から15年間人権擁護委員に従事。人権相談
や人権がテーマの寸劇などの啓発活動に尽力しました。
　伊藤さんは「活動当初は相談も少なく、配布した啓発
グッズが捨てられていたのを目にし、他の委員と寸劇
による啓発を始めた。徐々に人権擁護が浸透し、相談
を受けることが多くなった」と充実感をにじませました。㈱バイウィル下村雄一郎代表取締役CEO（左）と佐々木孝弘市長

　環境関連ビジネスを展開する㈱バイウィルと市は
8月22日、市役所で「脱炭素に向けた取り組みに係る
連携協定書」を取り交わしました。
　市は連携により、CO２排出削減量と吸収量に貢献し
た環境価値をJクレジットに変え、脱炭素の取り組み
を市内企業も含めて循環化することを目指しています。
　同社の下村雄

ゆ う い ち ろ う

一郎代表取締役CEOは「環境を価値
化するため、何が出来るのか一緒に考え、価値を創
出する支援をしていきたい」と将来を見据えました。

気候変動対策に知見生かす
㈱バイウィルと市が脱炭素に向け連携協定

　第10回やまぼうしネットワーク、八幡平市、滝沢市、
雫石町、岩手町、葛巻町合同の認知症シンポジウムは
７月29日、市総合運動公園体育館で開かれました。
　認知症の人の行動リスクについて、パネリストでお
れんじドアの丹野智

と も ふ み

文代表は、39歳で若年性認知症と
診断された体験から「自分の意思でやって失敗したこ
とは自分の責任。成功につながる失敗の権利を認知症
の人から奪わないで」と呼び掛けました。参加者は、認
知症の人との関わり方を考える良い機会となりました。

安代小・田山小の児童が、本年度３回
目の「花育」授業でリンドウの収穫作
業などを体験（８月2３日、瀬ノ沢地内）

大勢の来場者でにぎわう夏祭り会場

地域ににぎやかな声響く
柏台地区の夏の風物詩、柏台夏祭りを開催

　柏台夏祭り（柏台地区夏祭り実行委員会）は8月11
日、旧松尾日販駐車場で開かれ、地元住民や帰省し
た人など多くの来場者でにぎわいました。
　例年より規模を拡大して開催。約150人の来場者が
屋台やカラオケ大会などを楽しみました。発 起 人 の
藤原瀬

せ つ お

津雄さんは「今年は地区内の企業や団体など
から協力を得て開催し、大盛況だった。幅広い年齢
層の住民が楽しく活動できる機会として、来年も開
催し地域を盛り上げたい」と期待を込めました。

上村地区資源保全会が植えた約７,０００
本のジュニアスマイルが見頃を迎え多
くの人が訪れた（８月16日、野駄地内）

柏台地区の子どもたちが夏休み行
事で水生生物を調査。多数の生き物
を間近で観察（7月３０日、鴨田川）

食べたい大きさにひっつみの生地を延ばす児童

ひっつみ汁おいしくできた
田山学童で郷土料理に触れる食育教室を開く

　市と市食生活改善推進員連絡協議会は8月２日、
地域の食文化を学んでもらおうとこども食育教室を
開き、児童約20人が参加しました。
　児童は市の郷土料理のひっつみ汁作りに挑戦。ね
ぎや白菜などの具材に慎重に包丁を入れたり、ひっ
つみの生地を自分好みの大きさに延ばしたりと楽し
みながら料理を完成させました。八幡芽

め い

依さん（田
山小1年）は「おいしくできた。油揚げを切るのが楽
しかった」と満面の笑顔を浮かべました。

グループで紙を高く積み上げる方法を話し合う生徒ら

自ら考え行動し自主性育む
子どもリーダー研修会でリーダーの役割を学ぶ

　子どもリーダー研修会（市教育振興運動推進協議会
主催）は8月1日、西根地区市民センターで行われ、市
内の小中学生82人が参加しました。
　生徒らは学校や学年が入り交じったグループに分か
れて研修。ワークショップでは、自分の考えを積極的
に発言するなど熱心に取り組みました。松尾中２年の
藤田秋

しゅうほう

鳳さんは「リーダーとして何をすべきかを考え、
行動する中でいろいろなことを学べた。今後の中学校
生活でも活かしていきたい」と意欲を示しました。
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▽「
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を
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表
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号
で
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介
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き

ま
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す
っ
き
り
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ま
し
た
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か
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フ
ォ
ー
ラ
ム
、初
め
て

見
学
さ
せ
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だ
き
ま
し
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は
魚

つ
か
み
の
経
験
が
な
い
私
。
イ
ワ
ナ
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々
捕
ま
え
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子
ど
も
た
ち
に
圧
倒
さ
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敬
の
念
を
抱
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ま
し
た
。　
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▽
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根
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相
撲
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材
。試
合
の
合

間
に
は
時
折
屈
託
の
な
い
笑
顔
を
見
せ

る
選
手
た
ち
も
、行
司
の
合
図
で
力
強
い

表
情
に
。緊
張
か
ら
感
動
に
変
わ
る
瞬
間

に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
福○
○

●104●122

昭和32年生まれ。県立博物館に勤務したの
ち、石川啄木記念館に24年間勤務。現在は
フリーの立場でその魅力を伝える活動をし
ている。尊敬する人は、さまざまな喜怒哀
楽を経験し、現在93歳になる母。好きな言
葉は「あせるな、のんきになれ！」。

や
ま
も
と
・
れ
い
こ
　
66
歳
　
＝
温
泉
郷
＝

山
本　

玲
子 
さ
ん

啄
木
ソ
ム
リ
エ（
石
川
啄
木
研
究
家
）

啄
木
が
詠
ん
だ
自
然
の
情
景
を
写
真
と
と
も
に
紹
介

す
る
企
画
展
を
開
催

企画展を目前に、展示の準備を終え
た山本さんと小松さん（右）

　
「
啄
木
の
魅
力
を
い
ろ
ん
な
角
度
で

紹
介
し
、
地
域
の
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
」と
話
す
の
は
、石
川
啄

木
記
念
館
元
学
芸
員
の
山
本
玲
子
さ

ん
。
10
月
30
日
ま
で
県
民
の
森
森
林
ふ

れ
あ
い
学
習
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
イ
で

「
自
然
の
声
に
心
潜ひ

そ

め
て 

県
民
の
森
と

啄
木
」と
題
し
た
企
画
展
を
開
催
し
、自

然
を
詠
ん
だ
啄
木
の
歌
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
選
ん
で
、
県
民
の
森
の
情
景
を
収
め

た
写
真
と
と
も
に
展
示
し
て
い
る
。

　
県
立
博
物
館
の
開
館
目
前
の
昭
和
55

年
７
月
に
同
館
に
就
職
し
た
山
本
さ

ん
。勤
務
の
傍
ら
民
俗
研
究
に
携
わ
り
、

明
治
生
ま
れ
の
人
か
ら
の
聞
き
取
り
調

査
な
ど
で
民
俗
学
の
研
さ
ん
を
深
め

る
。
平
成
２
年
か
ら
は（
財
）石
川
啄
木

記
念
館
に
学
芸
員
と
し
て
勤
務
。「
啄
木

の
日
記
を
見
る
と
、
明
治
時
代
の
生
活

が
書
か
れ
、
日
記
か
ら
ど
ん
ど
ん
啄
木

に
の
め
り
こ
ん
で
い
き
ま
し
た
」と
当

時
を
振
り
返
り
目
を
輝
か
せ
る
。
啄
木

研
究
を
進
め
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い

く
中
で
、
日
常
の
言
葉
を
用
い
た
解
説

が
分
か
り
や
す
い
と
、
講
演
依
頼
が
多

く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
啄
木
の
作
品

に
、
県
民
の
森
の
ス
タ
ッ
フ
小
松
範の

り
こ子

さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
を
添
え
て
展

示
。「
啄
木
の
背
中
越
し
に
映
る
ふ
る
さ

と
の
自
然
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
」と
山

本
さ
ん
は
話
す
。

　
今
の
生
き
づ
ら
い
世
の
中
で
、
何

か
生
活
に
生
か
せ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
の
思
い
で
こ
れ

ま
で
啄
木
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た

山
本
さ
ん
。現
在
は〝
啄
木
ソ
ム
リ
エ
〟

と
称
し
、啄
木
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
る
。
今
後
も
展
示
ス
ペ
ー

ス
が
あ
れ
ば
、ど
こ
へ
で
も
出
掛
け
、

地
域
の
人
の
希
望
に
沿
っ
た
テ
ー
マ

で
企
画
展
を
し
て
み
た
い
と
話
す
。

　
啄
木
に
つ
い
て
熱
心
に
説
明
す
る

そ
の
ま
な
ざ
し
は
温
か
い
。

啄
木
の
背
中
越
し
に
映
る
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
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